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規 則 

 

 三 重 県 防 災 対 策 推 進 条 例 施 行 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 十 四 号  

   三 重 県 防 災 対 策 推 進 条 例 施 行 規 則  

三 重 県 防 災 対 策 推 進 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 六 年 三 重 県 規 則 第 十 三 号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。  

三 重 県 防 災 対 策 推 進 条 例 （ 令 和 二 年 三 重 県 条 例 第 五 号 ） 第 十 九 条 の 規 則 で 定 め る も の は 、 建 築 物 そ の 他 の 工 作

物 で あ っ て 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

一  文 化 財 保 護 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 十 四 号 ） 第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 重 要 文 化 財 、

同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 国 宝 、 同 法 第 五 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 登 録 さ れ た 有 形 文 化 財 、 同

法 第 七 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 重 要 有 形 民 俗 文 化 財 、 同 法 第 九 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 登 録

さ れ た 有 形 の 民 俗 文 化 財 、 同 法 第 百 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 史 跡 及 び 名 勝 、 同 条 第 二 項 の 規 定

に よ り 指 定 さ れ た 特 別 史 跡 及 び 特 別 名 勝 、 同 法 第 百 三 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 登 録 さ れ た 記 念 物 の う ち

史 跡 及 び 名 勝 並 び に 同 法 第 百 四 十 三 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 伝 統 的 建 造 物 群 保 存

地 区 又 は 同 法 第 百 四 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 選 定 さ れ た 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 の 区 域 内 に あ る も

の で あ っ て 、 同 法 第 二 条 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 伝 統 的 建 造 物 群 を 構 成 し て い る も の  

二  三 重 県 文 化 財 保 護 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 三 重 県 条 例 第 七 十 二 号 ） 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 三 重

県 指 定 有 形 文 化 財 、 同 条 例 第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 三 重 県 指 定 有 形 民 俗 文 化 財 並 び に 同

条 例 第 三 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 三 重 県 指 定 史 跡 及 び 三 重 県 指 定 名 勝  

 三  市 町 の 文 化 財 保 護 に 関 す る 条 例 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ 、 又 は 登 録 さ れ た 文 化 財  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 十 五 号  

三 重 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 五 十 七 年 三 重 県 規 則 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 （ 第 九 条 関 係 ）  別 表 （ 第 九 条 関 係 ）  

 綱  目  特 定 動 動 の 区 分  科    綱  目  特 定 動 動 の 区 分  科   

 （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

備 考  特 定 動 物 と は 、 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す

る 法 律 施 行 令 （ 昭 和 五 十 年 政 令 第 百 七 号 ）

別 表 に 掲 げ る 種 （ 亜 種 を 含 む 。 ） で あ つ

て 、 特 定 外 来 生 物 に よ る 生 態 系 等 に 係 る 被

害 の 防 止 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 平 成 十 七 年

政 令 第 百 六 十 九 号 ） 別 表 第 一 の 種 名 の 欄 に

掲 げ る 種 （ 亜 種 を 含 む 。 ） 以 外 の も の を い

う 。  

備 考  特 定 動 物 は 、 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る

法 律 施 行 令 （ 昭 和 五 十 年 政 令 第 百 七 号 ） 第

二 条 に 規 定 す る 種 （ 亜 種 を 含 む 。 ） と す

る 。  

第 三 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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第 3 号様式（第 8 条関係） 

（表）  

身 分 証 明 書 

第     号 

  所  属 

  職  名 

  氏  名 

年  月  日生 

 上記の者は、三重県動物の愛護及び管理に関する条

例第 14 条第１項の規定による動物愛護管理員である

ことを証明します。 

      年  月  日発行 

       三重県知事   □印 

    

 写真   
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（裏）  

動物の愛護及び管理に関する法律抜粋 
 （報告及び検査） 
第 24 条 都道府県知事は、第 10条から第 19 条まで及び
第 21 条から前条までの規定の施行に必要な限度におい
て、第一種動物取扱業者に対し、飼養施設の状況、その
取り扱う動物の管理の方法その他必要な事項に関し報
告を求め、又はその職員に、当該第一種動物取扱業者の
事業所その他関係のある場所に立ち入り、飼養施設その
他の物件を検査させることができる。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を
示す証明書を携帯し、関係人に提示しなければならな
い。 

３ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のた
めに認められたものと解釈してはならない。 

 （第一種動物取扱業者であつた者に対する勧告等） 
第 24 条の 2 （第 1項及び第 2項 略） 
３ 都道府県知事は、前 2 項の規定の施行に必要な限度

において、第 13 条第 1 項若しくは第 16 条第 2 項の規
定によりその登録が効力を失い、又は第 19 条第 1項の
規定により登録を取り消された者に対し、飼養施設の
状況、その飼養若しくは保管をする動物の管理の方法
その他必要な事項に関し報告を求め、又はその職員に、
当該者の飼養施設を設置する場所その他関係のある場
所に立ち入り、飼養施設その他の物件を検査させるこ
とができる。 

４ 前条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定による
立入検査について準用する。 

 （準用規定） 
第 24条の 4 第 16条第 1項（第 5号に係る部分を除く。）、
第 20 条、第 21 条（第 3項を除く。）、第 23 条（第 2項
を除く。）及び第 24 条の規定は、第二種動物取扱業者に
ついて準用する。（以下略） 

（第 2項 略） 
第 25 条 （第 1項から第 4項まで 略） 
５ 都道府県知事は、前 3 項の規定の施行に必要な限度

において、動物の飼養又は保管をしている者に対し、飼
養若しくは保管の状況その他必要な事項に関し報告を
求め、又はその職員に、当該動物の飼養若しくは保管を
している者の動物の飼養若しくは保管に関係のある場 

 

所に立ち入り、飼養施設その他の物件を検査させるこ
とができる。 

６ 第 24 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
る立入検査について準用する。 

（第 7項 略） 
（報告及び検査） 
第 33 条 都道府県知事は、第 26 条から第 29 条まで及び
前 2条の規定の施行に必要な限度において、特定動物飼
養者に対し、特定飼養施設の状況、特定動物の飼養又は
保管の方法その他必要な事項に関し報告を求め、又はそ
の職員に、当該特定動物飼養者の特定飼養施設を設置す
る場所その他関係のある場所に立ち入り、特定飼養施設
その他の物件を検査させることができる。 

２ 第 24 条第 2 項及び第 3 項の規定は、前項の規定によ
る立入検査について準用する。 

 三重県動物の愛護及び管理に関する条例抜粋 
 （立入検査等） 
第 13 条 知事は、この条例の実施を確保するため必要が
あると認めるときは、飼い主から報告を求め、又は当該
職員をして飼養場所に立入検査をさせ、若しくは飼い主
その他の関係者に質問させることができる。 

２ 前項の規定により立入検査等をする職員は、その身分
を示す証票を携帯し、関係者の請求があるときは、これ
を提示しなければならない。 

３ 第 1項の規定による権限は、犯罪捜査のために認めら
れたものと解してはならない。 

 （動物愛護管理員） 
第 14 条 知事は、法第 24 条第 1項（法第 24 条の 4にお
いて準用する場合を含む。）、法第 24 条の 2第 3 項、法
第 25 条第 5 項、法第 33 条第 1 項又は前条の規定によ
る立入検査その他動物の愛護及び管理に関する事務を
行わせるため、法第 37 条の 3 第 1 項に規定する動物愛
護管理担当職員（次項において「動物愛護管理員」とい
う。）を置く。 

２ 動物愛護管理員は、その業務に従事するときは、その
身分を示す証票を携帯し、関係者の請求があるときは、
これを提示しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.0 

㎝ 

15.0 ㎝  
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附  則  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
２  こ の 規 則 の 施 行 の 日 に お い て 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 三 重 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の

規 定 に よ り 交 付 さ れ て い る 身 分 証 明 書 は 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 施

行 規 則 の 規 定 に よ り 交 付 さ れ た 身 分 証 明 書 と み な す 。  

 

 三 重 県 食 品 衛 生 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 十 六 号  

   三 重 県 食 品 衛 生 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 三 重 県 食 品 衛 生 規 則 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 規 則 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 則 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 趣 旨 ）   （ 趣 旨 ）  

第 一 条  こ の 規 則 は 、 食 品 衛 生 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法

律 第 二 百 三 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 、 食 品

衛 生 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令 第 二 百 二 十 九

号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 、 食 品 衛 生 法 施 行 規 則

（ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 二 十 三 号 。 以 下 「 施 行

規 則 」 と い う 。 ） 、 乳 及 び 乳 製 品 の 成 分 規 格 等 に

関 す る 省 令 （ 昭 和 二 十 六 年 厚 生 省 令 第 五 十 二 号 。

以 下 「 省 令 」 と い う 。 ） 、 食 品 、 添 加 物 等 の 規 格

基 準 （ 昭 和 三 十 四 年 厚 生 省 告 示 第 三 百 七 十 号 。 以

下 「 規 格 基 準 」 と い う 。 ） 及 び 三 重 県 食 品 衛 生 法

施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 八 号 。 以 下

「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行 に つ い て 必 要 な 事 項 を

定 め る も の と す る 。  

第 一 条  こ の 規 則 は 、 食 品 衛 生 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法

律 第 二 百 三 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 、 食 品

衛 生 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 八 年 政 令 第 二 百 二 十 九

号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 、 食 品 衛 生 法 施 行 規 則

（ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 二 十 三 号 。 以 下 「 施 行

規 則 」 と い う 。 ） 、 乳 及 び 乳 製 品 の 成 分 規 格 等 に

関 す る 省 令 （ 昭 和 二 十 六 年 厚 生 省 令 第 五 十 二 号 。

以 下 「 省 令 」 と い う 。 ） 、 食 品 、 添 加 物 等 の 規 格

基 準 （ 昭 和 三 十 四 年 厚 生 省 告 示 第 三 百 七 十 号 。 以

下 「 規 格 基 準 」 と い う 。 ） 及 び 食 品 衛 生 の 措 置 基

準 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 八

号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行 に つ い て 必 要

な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ と 畜 検 査 員 等 ）  （ と 畜 検 査 員 等 ）  

第 三 条  法 第 十 条 第 一 項 た だ し 書 の 当 該 職 員 は 、 獣

畜 に 係 る も の に あ っ て は と 畜 場 法 （ 昭 和 二 十 八 年

法 律 第 百 十 四 号 ） 第 十 九 条 第 一 項 の と 畜 検 査 員 、

家 き ん に 係 る も の に あ っ て は 食 鳥 処 理 の 事 業 の 規

制 及 び 食 鳥 検 査 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 二 年

厚 生 省 令 第 四 十 号 ） 第 四 十 九 条 の 食 鳥 検 査 員 と す

る 。  

第 三 条  法 第 九 条 第 一 項 た だ し 書 の 当 該 職 員 は 、 獣

畜 に 係 る も の に あ っ て は と 畜 場 法 （ 昭 和 二 十 八 年

法 律 第 百 十 四 号 ） 第 十 九 条 第 一 項 の と 畜 検 査 員 、

家 き ん に 係 る も の に あ っ て は 食 鳥 処 理 の 事 業 の 規

制 及 び 食 鳥 検 査 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 二 年

厚 生 省 令 第 四 十 号 ） 第 四 十 九 条 の 食 鳥 検 査 員 と す

る 。  

 （ 温 度 計 の 設 置 ）  

第 十 一 条  削 除  第 十 一 条  条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 三 の (四
)

に 規 定 す る

温 度 計 は 、 見 や す い 位 置 に 備 え な け れ ば な ら な

い 。  

 （ 食 品 衛 生 責 任 者 の 設 置 ）  

第 十 二 条  削 除  第 十 二 条  条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 七 に 規 定 す る 食 品

衛 生 責 任 者 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で な け

れ ば な ら な い 。  

 一  調 理 師 又 は 製 菓 衛 生 師 の 免 許 を 有 す る 者  

 二  三 重 県 に お け る 食 品 衛 生 管 理 講 座 又 は 三 重 県

若 し く は 他 都 道 府 県 に お け る 食 品 衛 生 責 任 者 養

成 講 習 を 修 了 し た 者  

 三  令 第 九 条 第 一 項 第 三 号 に 該 当 す る 者  

 四  大 学 又 は 短 期 大 学 に お い て 、 栄 養 学 、 農 芸 化
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学 等 食 品 衛 生 に 関 係 あ る 学 科 を 修 了 し た 者  

 五  食 品 衛 生 管 理 者 、 食 鳥 処 理 衛 生 管 理 者 又 は 船

舶 料 理 士  

 六  一 般 社 団 法 人 三 重 県 食 品 衛 生 協 会 の 食 品 衛 生

指 導 員  

 七  前 各 号 に 掲 げ る 者 と 同 等 以 上 の 知 識 を 有 す る

と 知 事 が 認 め た 者  

 （ 食 品 衛 生 責 任 者 の 設 置 等 の 届 出 ）  

第 十 三 条  削 除  第 十 三 条  営 業 者 は 、 食 品 衛 生 責 任 者 を 設 置 し た と

き 又 は 変 更 し た と き は 、 届 出 書 （ 第 六 号 様 式 ） に

よ り 、 速 や か に 営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長

に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ２  前 項 の 届 出 に 当 た っ て は 、 資 格 を 証 す る 書 類 を

提 示 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 食 品 衛 生 責 任 者 の 氏 名 の 掲 示 ）  （ 食 品 衛 生 責 任 者 の 氏 名 の 掲 示 ）  

第 十 四 条  法 第 五 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 営 業 を 行

う 者 （ 法 第 六 十 八 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） は 、 施 行 規 則 別 表 第 十 七 の 一 の 項 イ の

規 定 に よ り 定 め る 食 品 衛 生 責 任 者 の 氏 名 を 当 該 営

業 の 施 設 の 見 や す い 位 置 に 掲 示 す る よ う 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

第 十 四 条  営 業 者 は 、 食 品 衛 生 責 任 者 の 氏 名 を 当 該

施 設 の 見 や す い 位 置 に 掲 示 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 検 査 用 食 品 の 保 存 ）  

第 十 五 条  削 除  第 十 五 条  給 食 施 設 の 設 置 者 は 、 給 食 を 調 製 し た と

き は 、 当 該 調 製 し た 食 品 を 検 査 用 と し て 保 存 す る

こ と 。  

 ２  前 項 及 び 条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 十 四 に 規 定 す る

検 査 用 食 品 の 保 存 は 、 同 時 に 三 十 人 分 以 上 の 同 一

食 品 を 調 製 し た と き は 、 そ の 一 食 分 を 検 査 用 と し

て 、 七 十 二 時 間 以 上 摂 氏 十 度 以 下 で 行 わ な け れ ば

な ら な い 。  

（ 適 用 除 外 ）  （ 適 用 除 外 ）  

第 十 六 条  食 品 衛 生 の 措 置 基 準 等 に 関 す る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 二 年 三 重 県 条 例 第 二 十

号 ） に よ る 改 正 前 の 食 品 衛 生 の 措 置 基 準 等 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 八 号 。 以 下 こ の

条 に お い て 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 四 条 及 び 条 例

第 三 条 の 規 定 に よ り 、 食 品 衛 生 上 支 障 が な い と 認

め 、 旧 条 例 又 は 条 例 の 規 定 を 適 用 し な い 場 合 と

は 、 次 の 各 号 の と お り と す る 。  

第 十 六 条  条 例 第 四 条 の 規 定 に よ り 、 食 品 衛 生 上 支

障 が な い と 認 め 、 条 例 第 二 条 及 び 第 三 条 の 規 定 を

適 用 し な い 場 合 と は 、 次 の 各 号 の と お り と す る 。  

一  自 動 販 売 機 を 利 用 し て 行 う 営 業 に つ い て は 、

次 の 規 定 を 適 用 し な い も の と す る 。  

一  自 動 販 売 機 を 利 用 し て 行 う 営 業 に つ い て は 、

次 の 規 定 を 適 用 し な い も の と す る 。  

イ  旧 条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 二 の (六
)

か ら (八
)

ま

で 並 び に 三 の (七
)

及 び (八
)

の 規 定  

イ  条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 二 の (六
)

か ら (八
)

ま で

並 び に 三 の (七
)

及 び (八
)

の 規 定  

ロ  旧 条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 十 四 の 規 定  ロ  条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 十 四 の 規 定  

ハ  条 例 別 表 の 第 一 の (三
)

か ら 十 一 ま で 及 び 同 表

の 第 二 の 規 定  

ハ  条 例 別 表 第 二 の 第 一 の (三
)

か ら 十 一 ま で 及 び

同 表 第 二 の 規 定  

二 ・ 三  （ 略 ）  二 ・ 三  （ 略 ）  

四  旧 条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 七 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 知 事 が 別 に 定 め る 営 業 に つ い て は 、 食 品 衛

生 責 任 者 の 設 置 を 要 し な い も の と す る 。  

四  条 例 別 表 第 一 の 第 一 の 七 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 知 事 が 別 に 定 め る 営 業 に つ い て は 、 食 品 衛

生 責 任 者 の 設 置 を 要 し な い も の と す る 。  

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外

6



五  条 例 別 表 の 第 二 の 一 の (二
)

イ の 規 定 に か か わ

ら ず 、 知 事 が 別 に 定 め る 場 合 は 、 こ の 規 定 を 適

用 し な い も の と す る 。  

五  条 例 別 表 第 二 の 第 二 の 一 の (二
)

イ の 規 定 に か

か わ ら ず 、 知 事 が 別 に 定 め る 場 合 は 、 こ の 規 定

を 適 用 し な い も の と す る 。  
（ 生 食 用 食 肉 の 加 工 又 は 調 理 を 行 う 営 業 施 設 の 届

出 ）  

（ 生 食 用 食 肉 の 加 工 又 は 調 理 を 行 う 営 業 施 設 の 届

出 ）  

第 十 七 条  条 例 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、

生 食 用 食 肉 取 扱 施 設 設 置 届 出 書 （ 第 十 号 様 式 ） に

よ り 行 う も の と す る 。  

第 十 七 条  条 例 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、

生 食 用 食 肉 取 扱 施 設 設 置 届 出 書 （ 第 十 号 様 式 ） に

よ り 行 う も の と す る 。  

２  条 例 第 四 条 第 一 項 第 六 号 の 規 則 で 定 め る 事 項

は 、 次 の と お り と す る 。  

一 ・ 二  （ 略 ）  

２  条 例 第 五 条 第 一 項 第 六 号 の 規 則 で 定 め る 事 項

は 、 次 の と お り と す る 。  

一 ・ 二  （ 略 ）  

（ 生 食 用 食 肉 の 加 工 又 は 調 理 を 行 う 営 業 施 設 の 変

更 の 届 出 ）  

（ 生 食 用 食 肉 の 加 工 又 は 調 理 を 行 う 営 業 施 設 の 変

更 の 届 出 ）  

第 十 八 条  条 例 第 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、

生 食 用 食 肉 取 扱 施 設 変 更 届 出 書 （ 第 十 一 号 様 式 ）

に よ り 行 う も の と す る 。  

第 十 八 条  条 例 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、

生 食 用 食 肉 取 扱 施 設 変 更 届 出 書 （ 第 十 一 号 様 式 ）

に よ り 行 う も の と す る 。  

２  条 例 第 四 条 第 二 項 の 規 則 で 定 め る 事 項 は 、 前 条

第 二 項 各 号 に 規 定 す る 事 項 と す る 。  
２  条 例 第 五 条 第 二 項 の 規 則 で 定 め る 事 項 は 、 前 条

第 二 項 各 号 に 規 定 す る 事 項 と す る 。  

第 六 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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第 6 号様式（第 8 条、第 9 条関係） 
（表） 

年  月  日 
   三重県知事 
   保健所長 宛て 

〒                   

住 所                    

ＴＥＬ                   
（フリガナ）

氏 名              ○印   

  年  月  日生   

（法人にあっては、主たる事務所の所在地及び名称並びに代表者の氏名） 

届出書 

  次のとおり届け出ます。 

営 業 所 の 所 在 地 ＴＥＬ       

（フ リ ガ ナ） 

営 業 所 の 名 称 等 
 

許 可 番 号 及 び 許 可 年 月 日 営  業  の  種  類 備   考 

１ 第   号  年  月  日   

２ 第   号  年  月  日   

３ 第   号  年  月  日   

４ 第   号  年  月  日   

５ 第   号  年  月  日   

  届出内容を裏面に記載してください。 

 
（裏） 

（届   出   内   容） 

１ 変 更 届 

変更年月日  

変 更 事 項 住所・氏名・営業所の名称、屋号・施設 

変 更 前  

変 更 後  

２ 廃 業 届 廃業年月日  

備 考  

 
内 容 確 認 済 

食品衛生監視員 印 

 （注意） 

  (1) 届出者の氏名については、記名押印又は自筆による署名のいずれかにより記載すること。 

  (2) 字はインク等を使い、楷書ではっきりと記載すること。 

  (3) 廃業届には、許可書又は届済証を添付すること。 

  (4) 住所又は氏名変更届は、変更事項を明らかにする書類を提示すること。 

  (5) 営業施設の変更の場合は、平面図を添付し、変更部分を朱筆すること。 
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第 十 号 様 式 及 び 第 十 一 号 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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第 10 号様式（第 17 条関係） 

生食用食肉取扱施設設置届出書 

年  月  日   

   三重県知事 宛て 

〒                      

住 所                 

ＴＥＬ                 

氏 名             ○印   

    年  月  日生   

（法人にあっては、主たる事務所の所在地及び名称並びに代表者の氏名） 

 

三重県食品衛生法施行条例第 4条第 1 項の規定により、次のとおり届け出ます。 

営 業 施 設 の 所 在 地  

営 業 施 設 の 名 称  

営 業 設 備 の 構 造 別 紙 の と お り 

許 可 番 号 営 業 の 種 類 加 工 又 は 調 理 の 区 分 

１    

２    

生食用食肉の加熱殺菌の方法 
 

生食用食肉を取り扱う者の氏名等 氏名 

資格種類 
① 認定生食用食肉取扱者 
（講習会修了者・食品衛生責任者） 
② その他（                ） 

資格番号  第     号 

注意 1 届出者の氏名については、記名押印又は自筆による署名のいずれかにより記載すること。 

   2 許可番号の欄は、現に受けている許可の番号を記載すること。 

   3 営業設備の構造には、生食用食肉を調理又は加工する施設の平面図を含む。 

   4 生食用食肉を取り扱う者の資格を証する書類を提示すること。 

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外

10



第 11 号様式（第 18 条関係） 

生食用食肉取扱施設変更届出書 

年  月  日   

   三重県知事 宛て 

〒                

住 所                 

ＴＥＬ                 

氏 名             ○印   

    年  月  日生   

（法人にあっては、主たる事務所の所在地及び名称並びに代表者の氏名） 

三重県食品衛生法施行条例第 4条第 2 項の規定により、次のとおり届け出ます。 

営 業 施 設 の 所 在 地  

営 業 施 設 の 名 称  

許 可 番 号 営 業 の 種 類 備 考 

１    

２    

変 更 年 月 日  

変 更 事 項  

変 更 内 容 

変 更 前 

 

変 更 後 

 

生食用食肉を取り扱う者

の 資 格 

資格種類 
① 認定生食用食肉取扱者 
（講習会修了者・食品衛生責任者） 
② その他（                ） 

資格番号  第     号 

注意 1 届出者の氏名については、記名押印又は自筆による署名のいずれかにより記載すること。 

   2 営業設備の構造の変更の場合は、平面図を添付し、変更部分を朱筆すること。 

   3 生食用食肉を取り扱う者の変更の場合は、資格を証する書類を提示すること。 
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附  則  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 一 条 か ら 第 十 五 条 ま で の 改 正 規 定 及 び 第 六 号 様

式 の 改 正 規 定 は 、 令 和 三 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 日 前 に こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 三 重 県 食 品 衛 生 規 則 に 規 定 す る 様 式 に よ り 作 成 さ れ て い る

用 紙 は 、 当 分 の 間 、 必 要 な 調 整 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。  

 

毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

 令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

                        三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 十 七 号  

   毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 二 年 三 重 県 規 則 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 提 出 書 類 の 経 由 ）  （ 提 出 書 類 の 経 由 ）  

第 九 条  法 、 令 、 施 行 規 則 及 び こ の 規 則 の 規 定 に よ

り 提 出 す る 書 類 で あ つ て 、 知 事 宛 て の も の は 各 二

通 を 住 所 地 、 製 造 所 、 営 業 所 又 は 店 舗 の 所 在 地 を

管 轄 す る 保 健 所 長 を 経 由 し て 提 出 し な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 県 外 居 住 者 の 受 験 申 込 書 に つ い て

は 直 接 知 事 に 提 出 す る も の と す る 。  

第 九 条  法 、 令 、 施 行 規 則 及 び こ の 規 則 の 規 定 に よ

り 提 出 す る 書 類 は 、 厚 生 労 働 大 臣 あ て の も の は 各

三 通 、 知 事 あ て の も の は 各 二 通 を 住 所 地 、 製 造

所 、 営 業 所 又 は 店 舗 の 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長

を 経 由 し て 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 県

外 居 住 者 の 受 験 申 込 書 に つ い て は 直 接 知 事 に 提 出

す る も の と す る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

 令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 十 八 号  

三 重 県 無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則  

（ 趣 旨 ）  

第 一 条  こ の 規 則 は 、 三 重 県 無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 令 和 二 年 三 重 県 条 例 第

三 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 用 語 ）  

第 二 条  こ の 規 則 に お い て 使 用 す る 用 語 は 、 条 例 に お い て 使 用 す る 用 語 の 例 に よ る 。  

 （ 無 料 低 額 宿 泊 所 の 範 囲 ）  

第 三 条  条 例 第 二 条 第 一 項 の 規 則 で 定 め る と き は 、 条 例 以 外 の 法 令 に よ り 必 要 な 規 制 が 行 わ れ て い る 等 事 業 の 主

た る 目 的 が 、 生 計 困 難 者 の た め に 、 無 料 又 は 低 額 な 料 金 で 、 簡 易 住 宅 を 貸 し 付 け 、 又 は 宿 泊 所 そ の 他 の 施 設 を

利 用 さ せ る も の で な い こ と が 明 ら か で あ る と き と す る 。  

（ 設 備 の 基 準 ）  

第 四 条  条 例 第 十 三 条 第 四 項 の 規 則 で 定 め る と き は 、 入 居 者 が 法 第 六 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 社 会 福 祉 施 設 そ の

他 の 施 設 の 設 備 を 利 用 す る こ と に よ り 、 無 料 低 額 宿 泊 所 の 効 果 的 な 運 営 を 期 待 す る こ と が で き る 場 合 で あ っ

て 、 入 居 者 に 提 供 す る サ ー ビ ス に 支 障 が な い と き と す る 。  

第 五 条  条 例 第 十 三 条 第 六 項 の 設 備 に 関 し 必 要 な 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。  

一  居 室  

イ  一 の 居 室 の 定 員 は 、 一 人 と す る こ と 。 た だ し 、 入 居 者 が そ の 者 と 生 計 を 一 に す る 配 偶 者 そ の 他 の 親 族 と

同 居 す る 等 、 二 人 以 上 で 入 居 さ せ る こ と が サ ー ビ ス の 提 供 上 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

ロ  地 階 に 設 け て は な ら な い こ と 。  

ハ  一 の 居 室 の 床 面 積 （ 収 納 設 備 を 除 く 。 ） は 、 七 ・ 四 三 平 方 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。 た だ し 、 地 域 の 事

情 に よ り こ れ に よ り 難 い 場 合 に あ っ て は 、 四 ・ 九 五 平 方 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  
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ニ  居 室 の 扉 は 、 堅 固 な も の と し 、 居 室 ご と に 設 け る こ と 。  

ホ  出 入 口 は 、 屋 外 、 廊 下 又 は 広 間 の い ず れ か に 直 接 面 し て 設 け る こ と 。  

ヘ  各 居 室 の 間 仕 切 壁 は 、 堅 固 な も の と し 、 天 井 ま で 達 し て い る こ と 。  
二  炊 事 設 備  火 気 を 使 用 す る 部 分 は 、 不 燃 材 料 を 用 い る こ と 。  

三  洗 面 所  入 居 定 員 に 適 し た も の を 設 け る こ と 。  

四  便 所  入 居 定 員 に 適 し た も の を 設 け る こ と 。  

五  浴 室  

イ  入 居 定 員 に 適 し た も の を 設 け る こ と 。  

ロ  浴 槽 を 設 け る こ と 。  

六  洗 濯 室 又 は 洗 濯 場  入 居 定 員 に 適 し た も の を 設 け る こ と 。  

（ 文 書 の 交 付 に 代 え て 行 う 重 要 事 項 等 の 提 供 の 方 法 ）  

第 六 条  条 例 第 十 五 条 第 七 項 の 規 則 で 定 め る 方 法 は 、 第 四 項 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 入 居 申 込 者 の 承 諾 を 得 て 、

同 条 第 一 項 の 重 要 事 項 及 び 同 条 第 二 項 の 事 項 （ 以 下 こ の 条 に お い て 単 に 「 重 要 事 項 等 」 と い う 。 ） を 電 子 情 報

処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 そ の 他 の 情 報 通 信 の 技 術 を 利 用 す る 方 法 で あ っ て 次 に 掲 げ る も の （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 電 磁 的 方 法 」 と い う 。 ） に よ り 提 供 す る 方 法 と す る 。  

一  電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 の う ち イ 又 は ロ に 掲 げ る も の  

イ  無 料 低 額 宿 泊 所 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 と 入 居 申 込 者 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 と を 接 続 す る 電 気 通 信 回

線 を 通 じ て 送 信 し 、 受 信 者 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 に 備 え ら れ た フ ァ イ ル に 記 録 す る 方 法  

ロ  無 料 低 額 宿 泊 所 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 に 備 え ら れ た フ ァ イ ル に 記 録 さ れ た 重 要 事 項 等 を 電 気 通 信 回 線

を 通 じ て 入 居 申 込 者 の 閲 覧 に 供 し 、 当 該 入 居 申 込 者 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 に 備 え ら れ た フ ァ イ ル に 当 該

重 要 事 項 等 を 記 録 す る 方 法 （ 電 磁 的 方 法 に よ る 提 供 を 受 け る 旨 の 承 諾 又 は 受 け な い 旨 の 申 出 を す る 場 合 に

あ っ て は 、 無 料 低 額 宿 泊 所 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 に 備 え ら れ た フ ァ イ ル に そ の 旨 を 記 録 す る 方 法 ）  

二  磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く こ

と が で き る 物 を も っ て 調 製 す る フ ァ イ ル に 重 要 事 項 等 を 記 録 し た も の を 交 付 す る 方 法  

２  前 項 に 掲 げ る 方 法 は 、 入 居 申 込 者 が フ ァ イ ル へ の 記 録 を 出 力 す る こ と に よ り 文 書 を 作 成 す る こ と が で き る も

の で な け れ ば な ら な い 。  

３  第 一 項 の 電 子 情 報 処 理 組 織 と は 、 無 料 低 額 宿 泊 所 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 と 、 入 居 申 込 者 の 使 用 に 係 る 電 子

計 算 機 と を 電 気 通 信 回 線 で 接 続 し た 電 子 情 報 処 理 組 織 を い う 。  

４  無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 置 者 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 重 要 事 項 等 を 提 供 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 当 該

入 居 申 込 者 に 対 し 、 次 に 掲 げ る 電 磁 的 方 法 の 種 類 及 び 内 容 を 示 し 、 文 書 又 は 電 磁 的 方 法 に よ る 承 諾 を 得 な け れ

ば な ら な い 。  

  一  第 一 項 各 号 に 規 定 す る 方 法 の う ち 無 料 低 額 宿 泊 所 が 使 用 す る も の  

  二  フ ァ イ ル へ の 記 録 の 方 式  

５  前 項 の 規 定 に よ る 承 諾 を 得 た 無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 置 者 は 、 当 該 入 居 申 込 者 か ら 文 書 又 は 電 磁 的 方 法 に よ り 電

磁 的 方 法 に よ る 提 供 を 受 け な い 旨 の 申 出 が あ っ た と き は 、 当 該 入 居 申 込 者 に 対 し 、 重 要 事 項 等 の 提 供 を 電 磁 的

方 法 に よ っ て し て は な ら な い 。 た だ し 、 当 該 入 居 申 込 者 が 再 び 前 項 の 規 定 に よ る 承 諾 を し た 場 合 は 、 こ の 限 り

で な い 。  

（ 利 用 料 の 受 領 ）  

第 七 条  条 例 第 十 七 条 第 二 項 の 利 用 料 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。  

一  食 事 の 提 供 に 要 す る 費 用  食 材 費 及 び 調 理 等 に 関 す る 費 用 に 相 当 す る 金 額 と す る こ と 。  

二  居 室 使 用 料  

イ  当 該 無 料 低 額 宿 泊 所 の 整 備 に 要 し た 費 用 、 修 繕 費 、 管 理 事 務 費 、 地 代 に 相 当 す る 額 等 を 基 礎 と し て 合 理

的 に 算 定 さ れ た 金 額 と す る こ と 。  

ロ  イ に 規 定 す る 金 額 以 外 に 、 敷 金 、 権 利 金 、 謝 金 等 の 金 品 を 受 領 し な い こ と 。  

三  共 益 費  共 用 部 分 の 清 掃 、 備 品 の 整 備 等 の 共 用 部 分 の 維 持 管 理 に 要 す る 費 用 に 相 当 す る 金 額 と す る こ と 。  

四  光 熱 水 費  居 室 及 び 共 用 部 分 に 係 る 光 熱 水 費 に 相 当 す る 金 額 と す る こ と 。  

五  日 用 品 費  入 居 者 本 人 が 使 用 す る 日 用 品 の 購 入 費 に 相 当 す る 金 額 と す る こ と 。  

六  基 本 サ ー ビ ス 費  入 居 者 の 状 況 把 握 等 の 業 務 に 係 る 人 件 費 、 事 務 費 等 に 相 当 す る 金 額 と す る こ と 。  

七  入 居 者 が 選 定 す る 日 常 生 活 上 の 支 援 に 関 す る サ ー ビ ス の 提 供 に 要 す る 費 用  

イ  人 件 費 、 事 務 費 等 （ 前 号 の 基 本 サ ー ビ ス 費 に 係 る も の を 除 く 。 ） に 相 当 す る 金 額 と す る こ と 。  
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ロ  日 常 生 活 支 援 住 居 施 設 と し て 受 領 す る 委 託 費 を 除 く こ と 。  

（ 日 常 生 活 に 係 る 金 銭 管 理 ）  
第 八 条  条 例 第 二 十 七 条 の 無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 置 者 が 、 日 常 生 活 に 係 る 金 銭 を 管 理 す る こ と を 妨 げ な い も の は 、

次 の と お り と す る 。  

一  成 年 後 見 制 度 そ の 他 の 金 銭 の 管 理 に 係 る 制 度 を で き る 限 り 活 用 す る こ と 。  

二  無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 置 者 が 管 理 す る 金 銭 は 、 当 該 入 居 者 に 係 る 金 銭 及 び こ れ に 準 ず る も の （ こ れ ら の 運 用

に よ り 生 じ た 収 益 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 金 銭 等 」 と い う 。 ） で あ っ て 、 日 常 生 活 を 営 む た め に 必

要 な 金 額 に 限 る こ と 。  

三  金 銭 等 を 無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 置 者 が 有 す る 他 の 財 産 と 区 分 す る こ と 。  

四  金 銭 等 は 当 該 入 居 者 の 意 思 を 尊 重 し て 管 理 す る こ と 。  

五  条 例 第 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 契 約 と は 別 に 、 当 該 入 居 者 の 日 常 生 活 に 係 る 金 銭 等 の 管 理 に 係 る 事 項 の み

を 内 容 と す る 契 約 を 締 結 す る こ と 。  

六  金 銭 等 の 出 納 を 行 う 場 合 は 、 無 料 低 額 宿 泊 所 の 職 員 が 二 人 以 上 で 確 認 を 行 う 等 の 適 切 な 体 制 を 整 備 す る こ

と 。  

七  入 居 者 ご と に 金 銭 等 の 収 支 の 状 況 を 明 ら か に す る 帳 簿 を 整 備 す る と と も に 、 収 支 の 記 録 に つ い て 定 期 的 に

入 居 者 本 人 に 報 告 を 行 う こ と 。  

八  当 該 入 居 者 が 退 居 す る 場 合 に は 、 速 や か に 、 管 理 す る 金 銭 等 を 当 該 入 居 者 に 返 還 す る こ と 。  

九  金 銭 等 の 詳 細 な 管 理 方 法 、 入 居 者 本 人 に 対 す る 収 支 の 記 録 の 報 告 方 法 等 に つ い て 管 理 規 程 を 定 め る こ と 。  

十  前 号 の 管 理 規 程 を 定 め 、 又 は 変 更 し た と き は 、 知 事 に 届 け 出 る こ と 。  

十 一  当 該 入 居 者 が 被 保 護 者 で あ る 場 合 は 、 当 該 入 居 者 の 金 銭 等 の 管 理 に 係 る 契 約 の 締 結 時 又 は 変 更 時 に は 、

福 祉 事 務 所 に そ の 旨 の 報 告 を 行 う こ と 。  

十 二  金 銭 等 の 管 理 の 状 況 に つ い て 、 知 事 の 求 め に 応 じ て 速 や か に 報 告 で き る 体 制 を 整 え て お く こ と 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 居 室 に 係 る 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 生 活 困 窮 者 等 の 自 立 を 促 進 す る た め の 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 四 十 四 号 ） 第 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 法 第 六 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が な さ れ

て い る 無 料 低 額 宿 泊 所 が 、 事 業 の 用 に 供 し て い る 建 物 （ 基 本 的 な 設 備 が 完 成 し て い る も の を 含 み 、 条 例 の 施 行

の 後 に 増 築 さ れ 、 又 は 全 面 的 に 改 築 さ れ た 部 分 を 除 く 。 ） に つ い て 第 五 条 第 一 号 イ 及 び 二 か ら へ ま で の 規 定

は 、 こ の 規 則 の 施 行 後 三 年 間 は 、 適 用 し な い 。  

３  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 生 活 困 窮 者 等 の 自 立 を 促 進 す る た め の 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 第 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 法 第 六 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が な さ れ て い る 無 料 低 額 宿 泊 所 が 、 平 成

二 十 七 年 六 月 三 十 日 に お い て 事 業 の 用 に 供 し て い た 建 物 （ 基 本 的 な 設 備 が 完 成 し て い る も の を 含 み 、 平 成 二 十

七 年 七 月 一 日 以 降 に 増 築 さ れ 、 又 は 全 面 的 に 改 築 さ れ た 部 分 を 除 く 。 ） の 居 室 の う ち 、 第 五 条 第 一 号 ハ に 規 定

す る 基 準 を 満 た さ な い も の に つ い て は 、 同 号 ハ の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 満 た す こ と

を 条 件 と し て 、 無 料 低 額 宿 泊 所 と し て の 利 用 に 供 す る こ と が で き る 。  

一  居 室 の 床 面 積 が 、 収 納 設 備 等 を 除 き 、 三 ・ 三 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。  

二  入 居 予 定 者 に 対 し 、 あ ら か じ め 、 居 室 の 床 面 積 が 第 五 条 第 一 号 ハ に 規 定 す る 基 準 を 満 た さ な い こ と を 記 し

た 文 書 を 交 付 し て 説 明 を 行 い 、 同 意 を 得 る こ と 。  

三  入 居 者 の 寝 具 及 び 身 の 回 り 品 を 各 人 別 に 収 納 す る こ と が で き る 収 納 設 備 を 設 け る こ と 。  

四  条 例 第 十 三 条 第 五 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 共 用 室 を 設 け る こ と 。  

五  居 室 の 床 面 積 の 改 善 に つ い て の 計 画 を 、 知 事 と 協 議 の 上 作 成 す る こ と 。  

六  前 号 の 規 定 に よ り 作 成 し た 計 画 を 知 事 に 提 出 す る と と も に 、 段 階 的 か つ 計 画 的 に 第 五 条 第 一 号 ハ に 規 定 す

る 基 準 を 満 た す よ う 必 要 な 改 善 を 行 う こ と 。  

４  前 項 の 建 物 に つ い て は 、 同 項 第 六 号 の 規 定 に よ る 必 要 な 改 善 が 図 ら れ な い 限 り 、 新 た な 居 室 の 増 築 は で き な

い 。  

 

三 重 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外
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三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 十 九 号  

三 重 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  
三 重 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 六 十 年 三 重 県 規 則 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 登 録 申 請 書 の 添 付 書 類 ）  （ 登 録 申 請 書 の 添 付 書 類 ）  

第 二 条  （ 略 ）  第 二 条  （ 略 ）  

２ ・ ３  （ 略 ）  ２ ・ ３  （ 略 ）  

４  条 例 第 三 条 第 二 項 第 四 号 に 規 定 す る 規 則 で 定 め

る 書 類 又 は 図 面 は 、 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

４  条 例 第 三 条 第 二 項 第 四 号 に 規 定 す る 規 則 で 定 め

る 書 類 又 は 図 面 は 、 次 に 掲 げ る も の と す る 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  浄 化 槽 管 理 士 の 研 修 計 画 書 （ 第 五 号 様 式 の

二 ）  

 

三 ～ 七  （ 略 ）  二 ～ 六  （ 略 ）  

（ 研 修 実 績 報 告 書 ）   

第 二 条 の 二  条 例 第 二 条 第 三 項 の 更 新 の 登 録 を 受 け

よ う と す る 者 は 、 第 一 条 の 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登

録 申 請 書 と と も に 、 研 修 実 績 報 告 書 （ 第 五 号 様 式

の 三 ） を 提 出 す る も の と す る 。  

 

（ 変 更 の 届 出 ）  （ 変 更 の 届 出 ）  

第 五 条  （ 略 ）  第 五 条  （ 略 ）  

２  条 例 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 変 更 の 届 出 が 次

の 各 号 に 掲 げ る 変 更 の 届 出 の 場 合 に あ つ て は 、 当

該 各 号 に 定 め る 書 面 を 前 項 の 届 出 書 に 添 付 し な け

れ ば な ら な い 。  

２  条 例 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 変 更 の 届 出 が 次

の 各 号 に 掲 げ る 変 更 の 届 出 の 場 合 に あ つ て は 、 当

該 各 号 に 定 め る 書 面 を 前 項 の 届 出 書 に 添 付 し な け

れ ば な ら な い 。  

一 ～ 三  （ 略 ）  一 ～ 三  （ 略 ）  

四  条 例 第 三 条 第 一 項 第 五 号 に 掲 げ る 事 項 の 変 更

（ 浄 化 槽 管 理 士 が 新 た に 登 録 さ れ る 場 合 に 限

る 。 ） の 届 出  第 二 条 第 四 項 第 二 号 か ら 第 四 号

ま で に 掲 げ る 書 面  

四  条 例 第 三 条 第 一 項 第 五 号 に 掲 げ る 事 項 の 変 更

（ 浄 化 槽 管 理 士 が 新 た に 登 録 さ れ る 場 合 に 限

る 。 ） の 届 出  第 二 条 第 四 項 第 二 号 及 び 第 三 号

に 掲 げ る 書 面  

 第 五 号 様 式 の 次 に 次 の 二 様 式 を 加 え る 。  

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外
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第 5号様式の 2（第 2条関係） 
 

浄化槽管理士の研修計画書 

浄 化 槽 管 理 士 

氏 名 
免状の交付番号 

登録申請期間における研修計画 

研 修 会 の 名 称 
（ 実 施 団 体 ） 

受 講 
予 定 年 度 

    

※1  浄化槽の保守点検を行い、又はこれを実地に監督する浄化槽管理士ごとに「研修会の名称（実施

団体）」と「受講予定年度」がわかるように記載すること。 

※2  条例第 7条第 1項の規定による変更の届出（浄化槽管理士が新たに登録される場合に限る。）に添

付するときは、浄化槽の保守点検を行い、又はこれを実地に監督する浄化槽管理士のうち、新たに

追加された者に係る計画を記載すること。 

（規格Ａ4）   

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外
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第 5号様式の 3（第 2条の 2関係） 

研修の機会の確保に関する実績報告書 

年  月  日 

氏名又は名称 

（法人にあっては代表者氏名） 

Ｊ 

郵便番号 

住所 

〒 

電話番号  

浄化槽管理士の研修受講実績（過去 3年以内） 

浄化槽管理士の氏名 

免状の交付番号 研修会名、実施団体 受講年月日 備考 

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

 

   

 

 

   

まとめ 研修対象浄化槽管理士数  

受講実績のある浄化槽管理士数  

まとめの欄の公表の可否（公表はホームページ等への掲載を含みます。） 

可  不可 
 

※1  浄化槽の保守点検を行い、又はこれを実地に監督する全ての浄化槽管理士を記載すること。 

※2  研修会を受講しなかった浄化槽管理士については、「研修会名、実施団体」の欄に未受講と記載

すること。やむを得ない理由によって受講できなかった者については、当該理由を「備考」の欄

に記載すること。 

※3  受講を証明する書類（受講証等）がある場合は、その写しを添付すること。 

※4  本様式で全ての浄化槽管理士について記載できないときは、本様式を複数提出し、又は浄化槽

管理士の研修受講実績を別途作成し、添付すること。 

（規格Ａ4） 

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外
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附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 は 、 令 和 五 年 四 月

一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 木 曽 岬 干 拓 地 わ ん ぱ く 原 っ ぱ 条 例 施 行 規 則 を 廃 止 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

                        三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 二 十 号  

三 重 県 木 曽 岬 干 拓 地 わ ん ぱ く 原 っ ぱ 条 例 施 行 規 則 を 廃 止 す る 規 則  

三 重 県 木 曽 岬 干 拓 地 わ ん ぱ く 原 っ ぱ 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 規 則 第 三 十 八 号 ） は 、 廃 止 す る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

                        三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 二 十 一 号  

三 重 県 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 六 年 三 重 県 規 則 第 八 十 二 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 二 十 二 号  

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

規 則  

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 規

則 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 （ 第 二 条 関 係 ）  別 表 （ 第 二 条 関 係 ）  

 十 六 の 三  特 例 条 例 別 表  次 に 掲 げ る 区 分 に 応    十 六 の 三  特 例 条 例 別 表  次 に 掲 げ る 区 分 に 応   

改   正   後  改   正   前  

（ 法 令 に 基 づ く 手 続 等 へ の 準 用 ）  （ 法 令 に 基 づ く 手 続 等 へ の 準 用 ）  

第 九 条  法 律 又 は 法 律 に 基 づ く 命 令 の 規 定 に 基 づ く

手 続 等 を 、 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等

に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第

十 八 条 に 規 定 す る 主 務 省 令 に 基 づ き 、 当 該 省 令 に

定 め る 方 法 に よ ら な い で 電 子 情 報 処 理 組 織 そ の 他

の 情 報 通 信 の 技 術 を 利 用 す る 方 法 に よ り 行 わ せ 、

又 は 行 う 場 合 に つ い て は 、 他 の 法 律 及 び 法 律 に 基

づ く 命 令 （ 告 示 を 含 む 。 ） に 特 別 の 定 め が あ る 場

合 を 除 く ほ か 、 こ の 規 則 の 規 定 の 例 に よ る 。  

第 九 条  法 律 又 は 法 律 に 基 づ く 命 令 の 規 定 に 基 づ く

手 続 等 を 、 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の

利 用 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一

号 ） 第 十 二 条 に 規 定 す る 主 務 省 令 に 基 づ き 、 当 該

省 令 に 定 め る 方 法 に よ ら な い で 電 子 情 報 処 理 組 織

そ の 他 の 情 報 通 信 の 技 術 を 利 用 す る 方 法 に よ り 行

わ せ 、 又 は 行 う 場 合 に つ い て は 、 他 の 法 律 及 び 法

律 に 基 づ く 命 令 （ 告 示 を 含 む 。 ） に 特 別 の 定 め が

あ る 場 合 を 除 く ほ か 、 こ の 規 則 の 規 定 の 例 に よ

る 。  
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 第 二 の 十 九 の 項 イ に 規

定 す る 浄 化 槽 法 （ 昭 和

五 十 八 年 法 律 第 四 十 三

号 ） に 基 づ く 浄 化 槽 の

設 置 等 の 届 出 の 受 理 に

関 す る 事 務 で 別 に 規 則

で 定 め る も の  

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る

事 務  

イ  地 方 財 政 法 （ 昭 和 二

十 三 年 法 律 第 百 九 号 ）

第 六 条 に 規 定 す る 公 営

企 業 と し て 市 町 が 設 置

し 、 又 は 管 理 す る 浄 化

槽  浄 化 槽 法 （ 以 下 こ

の 項 に お い て 「 法 」 と

い う 。 ） 第 五 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 浄 化 槽 の

設 置 等 の 届 出 の 受 理 及

び 特 定 行 政 庁 へ の 経 由  

ロ  （ 略 ）  

  第 二 の 十 九 の 項 イ に 規

定 す る 浄 化 槽 法 （ 昭 和

五 十 八 年 法 律 第 四 十 三

号 ） に 基 づ く 浄 化 槽 の

設 置 等 の 届 出 の 受 理 に

関 す る 事 務 で 別 に 規 則

で 定 め る も の  

 

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る

事 務  

イ  地 方 財 政 法 （ 昭 和 二

十 三 年 法 律 第 百 九 号 ）

第 六 条 に 規 定 す る 公 営

企 業 と し て 市 町 が 設 置

し 、 又 は 管 理 す る 浄 化

槽  浄 化 槽 法 （ 以 下 こ

の 項 に お い て 「 法 」 と

い う 。 ） 第 五 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 浄 化 槽 の

設 置 等 の 届 出 の 受 理  

 

ロ  （ 略 ）  

 

 
    十 六 の 四  特 例 条 例 別 表

第 二 の 十 九 の 二 の 項 イ

に 規 定 す る 浄 化 槽 法 に

基 づ く 浄 化 槽 の 設 置 等

の 届 出 の 受 理 に 関 す る

事 務 で 別 に 規 則 で 定 め

る も の  

浄 化 槽 法 第 五 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 浄 化 槽 の 設

置 等 の 届 出 の 受 理  

 

  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 鈴 鹿 山 麓 研 究 学 園 都 市 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 を 廃 止 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

                        三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 二 十 三 号  

三 重 県 鈴 鹿 山 麓 研 究 学 園 都 市 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 を 廃 止 す る 規 則  

三 重 県 鈴 鹿 山 麓 研 究 学 園 都 市 セ ン タ ー 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 年 三 重 県 規 則 第 三 十 号 ） は 、 廃 止 す る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

三 重 県 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 条 例 施 行 規 則 及 び 三 重 県 営 住 宅 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま

す 。  

令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

                        三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 二 十 四 号  

三 重 県 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 条 例 施 行 規 則 及 び 三 重 県 営 住 宅 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 （ 三 重 県 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 一 条  三 重 県 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 八 年 三 重 県 規 則 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

 （ 名 称 及 び 位 置 ）   （ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 二 条  条 例 第 三 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 公 共 賃 貸

住 宅 の 名 称 及 び 位 置 は 、 別 表 第 一 の と お り と す

る 。  

第 二 条  条 例 第 三 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 公 共 賃 貸

住 宅 の 名 称 及 び 位 置 は 、 別 表 の と お り と す る 。  
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 （ 家 賃 の 決 定 及 び 変 更 ）   （ 家 賃 の 決 定 及 び 変 更 ）  

第 十 四 条  条 例 第 十 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 公 共

賃 貸 住 宅 の 家 賃 は 、 別 表 第 一 の と お り と す る 。  

第 十 四 条  条 例 第 十 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 公 共

賃 貸 住 宅 の 家 賃 は 、 別 表 の と お り と す る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

第 二 十 二 条  （ 略 ）  第 二 十 二 条  （ 略 ）  

（ 駐 車 場 使 用 申 込 書 ）   

第 二 十 二 条 の 二  条 例 第 二 十 九 条 の 三 第 一 項 の 規 定

に よ り 駐 車 場 を 使 用 し よ う と す る 入 居 者 は 、 特 定

公 共 賃 貸 住 宅 駐 車 場 使 用 申 込 書 （ 第 十 三 号 様 式 ）

に 自 動 車 検 査 証 の 写 し そ の 他 申 請 に 必 要 な 書 類 を

添 え て 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

２  条 例 第 二 十 九 条 の 三 第 二 項 た だ し 書 の 場 合 に 該

当 す る 者 は 、 前 項 の 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 駐 車 場 使 用

申 込 書 に 身 体 障 害 者 手 帳 の 写 し そ の 他 の 駐 車 場 の

使 用 に つ い て 配 慮 を 必 要 と す る 事 情 を 証 す る 書 類

を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 駐 車 場 の 使 用 者 の 決 定 ）   

第 二 十 二 条 の 三  条 例 第 二 十 九 条 の 三 第 三 項 の 規 定

に よ る 通 知 は 、 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 駐 車 場 使 用 決 定

書 （ 第 十 四 号 様 式 ） に よ る も の と す る 。  

 

 （ 駐 車 場 の 使 用 変 更 ）   

第 二 十 二 条 の 四  条 例 第 二 十 九 条 の 三 第 三 項 の 使 用

者 （ 以 下 「 使 用 者 」 と い う 。 ） は 、 第 二 十 二 条 の

二 第 一 項 の 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 駐 車 場 使 用 申 込 書

（ 第 十 三 号 様 式 ） の 内 容 に 変 更 の あ っ た と き は 、

速 や か に 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 駐 車 場 使 用 決 定 事 項 変

更 届 （ 第 十 五 号 様 式 ） に 自 動 車 検 査 証 の 写 し を 添

え て 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 駐 車 場 の 使 用 料 ）   

第 二 十 二 条 の 五  条 例 第 二 十 九 条 の 四 第 一 項 に 規 定

す る 駐 車 場 の 使 用 料 の 額 は 、 別 表 第 二 の 上 欄 に 掲

げ る 駐 車 場 の 名 称 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に

掲 げ る 額 と す る 。  

 

２  条 例 第 二 十 九 条 の 四 第 二 項 の 規 定 に よ り 駐 車 場

の 使 用 料 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 文 書 に よ り

使 用 者 に 通 知 す る 。  

 

３  条 例 第 二 十 九 条 の 四 第 三 項 の 規 定 に よ り 駐 車 場

の 使 用 料 の 減 免 又 は 徴 収 猶 予 を 受 け よ う と す る 者

は 、 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 駐 車 場 使 用 料 減 免 （ 徴 収 猶

予 ） 申 請 書 （ 第 十 六 号 様 式 ） を 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。  

 

 （ 駐 車 場 返 還 届 ）   

第 二 十 二 条 の 六  使 用 者 が 駐 車 場 を 明 け 渡 そ う と す

る と き は 、 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 駐 車 場 返 還 届 出 書

（ 第 十 七 号 様 式 ） を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 駐 車 場 の 一 時 不 在 の 承 認 申 請 ）   

第 二 十 二 条 の 七  条 例 第 二 十 九 条 の 八 に お い て 読 み

替 え て 準 用 す る 条 例 第 十 五 条 の 規 定 に よ る 一 時 不

在 の 承 認 申 請 は 、 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 駐 車 場 一 時 不

在 承 認 申 請 書 （ 第 十 八 号 様 式 ） を 提 出 し な け れ ば
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な ら な い 。  

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 十 四 条 関 係 ）  （ 略 ）  別 表 （ 第 二 条 、 第 十 四 条 関 係 ）  （ 略 ）  
別 表 第 二 （ 第 二 十 二 条 の 五 関 係 ）   

 駐  車  場  の  名  称  使  用  料    

 サ ン シ ャ イ ン 千 里 駐 車 場  二 千 二 百 円    

 エ ス ペ ラ ン ト 末 広 駐 車 場  千 七 百 円    

  

 第 十 二 号 様 式 の 次 に 次 の 六 様 式 を 加 え る 。  

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外
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第 13 号様式（第 22 条の 2関係） 

 

特 定 公共 賃貸住 宅 駐車 場 使用 申 込書   

 

  年  月  日 

 

三 重 県 知 事  宛て 

 

特定公共賃貸住宅          棟   号室 

 

   入 居 者 氏 名               ㊞ 

 

自動車使用者氏名               ㊞ 

電話番号 

 

 下記のとおり特定公共賃貸住宅駐車場を使用したいので申し込みます。 

 

記 

 

使 用 場 所 特定公共賃貸住宅       駐車場番号 

使 用 開 始 日      年  月  日から 

駐 車 す る 

自 動 車 

自動車登録番号 

又は車両番号 
車名 型式 車台番号 

      

添 付 書 類 自動車検査証（車検証）の写し  その他（       ） 
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第 14 号様式（第 22 条の 3関係） 

 

特 定 公共 賃貸住 宅 駐車 場使用 決 定書   

 

第      号 

  年  月  日 

 

特定公共賃貸住宅         

 様 

 

三重県知事                     印 

 

     年  月  日付けで申込みのありました特定公共賃貸住宅      

の駐車場の使用について、下記のとおり決定します。 

 

記 

 

使 用 場 所  特定公共賃貸住宅          駐車場番号 

使 用 開 始 日      年  月  日から 

駐 車 す る 

自 動 車 

自動車登録番号 

又は車両番号 
車名 型式 車台番号 

    

使 用 料 月額      円 

決 定 の 条 件  
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第 15 号様式（第 22 条の 4関係） 

 

特 定 公共 賃貸住 宅 駐車 場使用 決 定事 項変更 届   

 

  年  月  日 

 

三 重 県 知 事  宛て 

 

特定公共賃貸住宅         棟   号室 

 

 入 居 者 氏 名              ㊞ 

 

自動車使用者氏名              ㊞ 

電話番号                 

 

 駐車場の使用決定を受けた事項を下記のとおり変更したいので届け出ます。 

 

記 

駐車場番号 

変 更 前  

変 更 後  

 

駐車する自動車 

 
自動車登録番号 

又は車両番号 
車名 型式 車台番号 

変 更 前     

変 更 後     

添 付 書 類 変更後の自動車検査証（車検証）の写し 

 

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外

24



第 16 号様式（第 22 条の 5関係） 

 

特定公共賃貸住宅駐車場使用料減免（徴収猶予）申請書 

 年  月  日 

   三重県知事 宛て 

特定公共賃貸住宅         棟   号室 

入   居   者              〇印  

電 話 番 号               

  私は、下記のとおり生活困窮の状況にありますので、駐車場使用料の減 免
徴収猶予を申請

します。 

記 

現 行 額 
駐 車 場 使 用 料 

円   

減免又は徴収猶予の希望期間 年  月  日から   年  月  日まで 

世

帯

員

の

状

況 

氏 名 続 柄 年齢 月 収 職 業 摘 要 

   円   

   円   

   円   

   円   

   円   

   円   

生

計

の

状

況 

収 入 の 部 支 出 の 部 

項 目 金 額 項 目 金 額 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

申請の理由 

 備考 必要書類を添付すること。 
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第 17 号様式（第 22 条の 6関係） 

 

特定公共賃貸住宅駐車場返還届出書 

 

  年  月  日 

 

  三 重 県 知 事 宛て 

 

特定公共賃貸住宅         棟   号室 

 

入 居 者 氏 名              ㊞ 

 

自動車使用者氏名              ㊞ 

電話番号                

 

 下記のとおり特定公共賃貸住宅駐車場を返還したいので、届け出ます。 

 

  記 

 

１．駐 車 区 間 駐車場番号        番 

２．自動車登録番号  

３．返 還 期 日    年   月   日 

４．返 還 理 由  
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第 18 号様式（第 22 条の 7関係） 

 

特定公共賃貸住宅駐車場一時不在承認申請書 

年  月  日 

   三重県知事 宛て 

 特定公共賃貸住宅        棟  号室 

入 居 者              

電 話 番 号              

 

      年  月  日から  年  月  日までの間、下記の理由により特

定公共賃貸住宅       駐車場を一時使用しないので承認の申請をします。 

記 

１ 不在にする理由 

 (１) 病気      (３) その他（具体的に記入してください。） 

 (２) 短期出張   （                     ） 

２ 不在中の連絡先 

住 所  電話番号  

勤務先等  

３ 不在中の住宅管理者（私の不在中は私に代わって住宅を管理します。） 

住 所  電話番号  

氏 名  
入居者との

続柄 
 

 備考 理由を証する書類（医師の診断書、辞令等）を添付すること。 
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（ 三 重 県 営 住 宅 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 二 条  三 重 県 営 住 宅 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 九 年 三 重 県 規 則 第 百 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 名 称 及 び 位 置 ）   （ 名 称 及 び 位 置 ）  

第 二 条  条 例 第 三 条 に 規 定 す る 県 営 住 宅 の 名 称 及 び

位 置 は 、 別 表 第 一 の と お り と す る 。  

第 二 条  条 例 第 三 条 に 規 定 す る 県 営 住 宅 の 名 称 及 び

位 置 は 、 別 表 の と お り と す る 。  

第 二 十 七 条  （ 略 ）  第 二 十 七 条  （ 略 ）  

 （ 駐 車 場 の 使 用 の 申 込 み ）   

第 二 十 七 条 の 二  条 例 第 五 十 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に

よ り 駐 車 場 を 使 用 し よ う と す る 入 居 者 は 、 県 営 住

宅 駐 車 場 使 用 申 込 書 （ 第 二 十 号 様 式 ） に 自 動 車 検

査 証 の 写 し そ の 他 申 請 に 必 要 な 書 類 を 添 え て 知 事

に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

２  条 例 第 五 十 条 の 三 第 二 項 た だ し 書 の 場 合 に 該 当

す る 者 は 、 前 項 の 県 営 住 宅 駐 車 場 使 用 申 込 書 に 身

体 障 害 者 手 帳 の 写 し そ の 他 の 駐 車 場 の 使 用 に つ い

て 配 慮 を 必 要 と す る 事 情 を 証 す る 書 類 を 添 付 し な

け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 駐 車 場 の 使 用 者 の 決 定 ）   

第 二 十 七 条 の 三  条 例 第 五 十 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に

よ る 通 知 は 、 県 営 住 宅 駐 車 場 使 用 決 定 書 （ 第 二 十

一 号 様 式 ） に よ る も の と す る 。  

 

 （ 駐 車 場 の 使 用 変 更 ）   

第 二 十 七 条 の 四  条 例 第 五 十 条 の 三 第 三 項 の 使 用 者

（ 次 条 第 二 項 及 び 第 二 十 七 条 の 七 に お い て 単 に

「 使 用 者 」 と い う 。 ） は 、 第 二 十 七 条 の 二 第 一 項

の 県 営 住 宅 駐 車 場 使 用 申 込 書 （ 第 二 十 号 様 式 ） の

内 容 に 変 更 の あ っ た と き は 、 速 や か に 県 営 住 宅 駐

車 場 使 用 決 定 事 項 変 更 届 （ 第 二 十 二 号 様 式 ） を 知

事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 駐 車 場 の 使 用 料 ）   

第 二 十 七 条 の 五  条 例 第 五 十 条 の 四 第 一 項 に 規 定 す

る 駐 車 場 の 使 用 料 の 額 は 、 別 表 第 二 の 上 欄 に 掲 げ

る 駐 車 場 の 名 称 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲

げ る 額 と す る 。  

 

２  条 例 第 五 十 条 の 四 第 二 項 の 規 定 に よ り 駐 車 場 の

使 用 料 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 文 書 に よ り 使

用 者 に 通 知 す る 。  

 

３  条 例 第 五 十 条 の 四 第 三 項 の 規 定 に よ り 駐 車 場 の

使 用 料 の 減 免 又 は 徴 収 猶 予 を 受 け よ う と す る 者

は 、 県 営 住 宅 駐 車 場 使 用 料 減 免 （ 徴 収 猶 予 ） 申 請

書 （ 第 二 十 三 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。  

 

 （ 駐 車 場 の 返 還 ）   

第 二 十 七 条 の 六  条 例 第 五 十 条 の 七 の 規 定 に よ り 駐

車 場 を 明 け 渡 そ う と す る 者 は 、 県 営 住 宅 駐 車 場 返

還 届 出 書 （ 第 二 十 四 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。  

 

 （ 駐 車 場 の 一 時 不 在 の 承 認 申 請 ）   
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第 十 九 号 様 式 の 次 に 次 の 六 様 式 を 加 え る 。  

第 二 十 七 条 の 七  使 用 者 は 、 条 例 第 五 十 条 の 八 に お

い て 読 み 替 え て 準 用 す る 条 例 第 二 十 三 条 の 規 定 に

よ り 一 時 不 在 の 承 認 を 受 け よ う と す る と き は 、 県

営 住 宅 駐 車 場 一 時 不 在 承 認 申 請 書 （ 第 二 十 五 号 様

式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  （ 略 ）  別 表 （ 第 二 条 関 係 ）  （ 略 ）  

別 表 第 二 （ 第 二 十 七 条 の 五 関 係 ）   

 駐  車  場  の  名  称  使  用  料    

 豊 田 一 色 団 地 駐 車 場  千 百 円    

 高 花 平 団 地 駐 車 場  千 八 百 円    

 笹 川 団 地 駐 車 場  二 千 五 百 円    

 笹 川 第 二 団 地 駐 車 場  二 千 五 百 円    

 あ こ ず 団 地 駐 車 場  千 七 百 円    

 高 見 ヒ ル ズ 駐 車 場  千 二 百 円    

 桜 島 団 地 駐 車 場  千 六 百 円    

 高 岡 山 杜 の 郷 駐 車 場  千 円    

 鹿 島 団 地 駐 車 場  千 円    

 サ ン シ ャ イ ン 千 里 駐 車 場  二 千 二 百 円    

 パ ー ル ハ イ ツ 西 丸 之 内 駐 車 場  四 千 円    

 白 塚 団 地 駐 車 場  千 七 百 円    

 ミ レ ニ 北 口 駐 車 場  千 七 百 円    

 エ ス ペ ラ ン ト 末 広 駐 車 場  千 七 百 円    

 旭 団 地 駐 車 場  千 三 百 円    

 西 豊 浜 団 地 駐 車 場  千 四 百 円    

 カ ー サ 上 野 駐 車 場  千 三 百 円    

 泉 団 地 駐 車 場  千 四 百 円    

 オ レ ン ジ ハ イ ツ 御 浜 駐 車 場  千 円    
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第 20 号様式（第 27 条の 2関係） 

 

県 営 住宅 駐車場 使 用申 込書   

 

  年  月  日 

 

三 重 県 知 事  宛て 

 

県 営 住 宅         棟   号室 

 

入 居 者 氏 名              ㊞ 

 

自動車使用者氏名              ㊞ 

                  電話番号                

 

 下記のとおり県営住宅駐車場を使用したいので申し込みます。 

 

記 

 

使 用 場 所 県営住宅           駐車場番号 

使 用 開 始 日      年  月  日から 

駐 車 す る 

自 動 車 

自動車登録番号 

又は車両番号 
車名 型式 車台番号 

      

添 付 書 類 自動車検査証（車検証）の写し  その他（       ） 
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第 21 号様式（第 27 条の 3関係） 

 

県 営 住宅 駐車場 使 用 決 定書   

 

第      号 

  年  月  日 

 

県営住宅         

 様 

 

三重県知事                     印 

 

     年  月  日付けで申込みのありました県営住宅         の

駐車場の使用について、下記のとおり決定します。 

 

記 

 

使 用 場 所  県営住宅              駐車場番号 

使 用 開 始 日      年  月  日から 

駐 車 す る 

自 動 車 

自動車登録番号 

又は車両番号 
車名 型式 車台番号 

    

使 用 料 月額      円 

決 定 の 条 件  
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第 22 号様式（第 27 条の 4関係） 

 

県 営 住宅 駐車場 使 用決 定事項 変 更届   

 

  年  月  日 

 

三 重 県 知 事  宛て 

 

県 営 住 宅         棟   号室 

 

入 居 者 氏 名              ㊞ 

 

       自動車使用者氏名              ㊞ 

電話番号                

 

 駐車場の使用決定を受けた事項を下記のとおり変更したいので届け出ます。 

 

記 

駐車場番号 

変 更 前  

変 更 後  

 

駐車する自動車 

 
自動車登録番号 

又は車両番号 
車名 型式 車台番号 

変 更 前     

変 更 後     

添 付 書 類 変更後の自動車検査証（車検証）の写し 
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第 23 号様式（第 27 条の 5関係） 

 

県営住宅駐車場使用料減免（徴収猶予）申請書 

年  月  日 

   三重県知事 宛て 

県営住宅         棟   号室 

入 居 者              〇印 

電話番号               

  私は、下記のとおり生活困窮の状況にありますので、駐車場使用料の減 免
徴収猶予を申請

します。 

記 

現 行 額 
駐 車 場 使 用 料 

円   

減免又は徴収猶予の希望期間 年  月  日から   年  月  日まで 

世

帯

員

の

状

況 

氏 名 続 柄 年齢 月 収 職 業 摘 要 

   円   

   円   

   円   

   円   

   円   

   円   

生

計

の

状

況 

収 入 の 部 支 出 の 部 

項 目 金 額 項 目 金 額 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

 円  円 

申請の理由 

 備考 必要書類を添付すること。 
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第 24 号様式（第 27 条の 6関係） 

 

県営住宅駐車場返還届出書 

 

  年  月  日 

 

  三 重 県 知 事 宛て 

 

県 営 住 宅         棟   号室 

 

入 居 者 氏 名              ㊞ 

 

        自動車使用者氏名              ㊞ 

電話番号                

 

 下記のとおり県営住宅駐車場を返還したいので、届け出ます。 

 

  記 

 

１．駐 車 区 間 駐車場番号        番 

２．自動車登録番号  

３．返 還 期 日    年   月   日 

４．返 還 理 由  
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第 25 号様式（第 27 条の 7関係） 

 

県営住宅駐車場一時不在承認申請書 

年  月  日 

   三重県知事 宛て 

  県営住宅        棟  号室 

入 居 者              

電話番号              

      年  月  日から  年  月  日までの間、下記の理由により県

営住宅 駐車場を一時使用しないので承認の申請をします。 

記 

１ 不在にする理由 

 (１) 病気      (３) その他（具体的に記入してください。） 

 (２) 短期出張   （                     ） 

２ 不在中の連絡先 

住 所  電話番号  

勤務先等  

３ 不在中の住宅管理者（私の不在中は私に代わって住宅を管理します。） 

住 所  電話番号  

氏 名  
入居者との

続柄 
 

 備考 理由を証する書類（医師の診断書、辞令等）を添付すること。 
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附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  
１  こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 附 則 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行

す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 日 か ら 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 営 住 宅 条 例

施 行 規 則 （ 附 則 第 四 項 に お い て 「 新 県 営 住 宅 規 則 」 と い う 。 ） 別 表 第 二 あ こ ず 団 地 駐 車 場 の 項 中 「 千 七 百 円 」

と あ る の は 、 「 千 円 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

 （ 準 備 行 為 ）  

３  三 重 県 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 条 例 及 び 三 重 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 二 年 三 重 県 条 例 第 三 十 一

号 。 次 項 に お い て 「 改 正 条 例 」 と い う 。 ） 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 特 定 公 共 賃 貸 住 宅 条 例 第 二 十 九

条 の 三 第 一 項 の 申 込 み に つ い て は 、 こ の 規 則 の 施 行 前 に お い て も 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 特 定 公

共 賃 貸 住 宅 条 例 施 行 規 則 第 十 三 号 様 式 に よ る 申 込 書 を 提 出 し て 行 う こ と が で き る 。  

４  改 正 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 営 住 宅 条 例 第 五 十 条 の 三 第 一 項 の 申 込 み に つ い て は 、 こ の 規 則

の 施 行 前 に お い て も 、 新 県 営 住 宅 規 則 第 二 十 号 様 式 に よ る 申 込 書 を 提 出 し て 行 う こ と が で き る 。  

 

 

議 会 規 則 

 

三 重 県 議 会 会 議 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 三 月 二 十 四 日  

                        三 重 県 議 会 議 長   中   嶋   年   規    

三 重 県 議 会 規 則 第 二 号  

三 重 県 議 会 会 議 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 議 会 会 議 規 則 （ 昭 和 三 十 一 年 三 重 県 議 会 規 則 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 参 集 ）  （ 参 集 ）  

第 一 条  （ 略 ）  第 一 条  （ 略 ）  

２  議 員 は 、 公 務 、 疾 病 、 出 産 、 家 族 の 育 児 、 看 護 （ 出

産 補 助 を 含 む 。 ） 又 は 介 護 そ の 他 の や む を 得 な い 事

由 に よ り 出 席 で き な い と き は 、 そ の 理 由 を 示 し て 、

当 日 の 開 議 時 刻 ま で に 議 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な

い 。  

２  議 員 は 、 公 務 、 疾 病 、 出 産 そ の 他 の 事 故 の た め 出 席

で き な い と き は 、 そ の 理 由 を 示 し て 、 当 日 の 開 議 時

刻 ま で に 議 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

告 示 

 

三重県告示第 169 号 

三重県鈴鹿山麓研究学園都市センターの空調設備使用料及び附属設備使用料の額（平成 10 年三重県告示第

182 号）を廃止します。 

令和 2 年 3 月 24 日 

                             三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

附 則 

この告示は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

令和2年3月24日 三　重　県　公　報 号　　外

36



 

三重県告示第 170 号 

 都市の低炭素化の促進に関する法律の規定による基準の適合性を審査する機関、同基準又はこれと同等の基準

に適合するものとする方法及び簡易な評価方法の指定の一部を改正する告示を次のように定めます。 

  令和 2 年 3 月 24 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬 

   都市の低炭素化の促進に関する法律の規定による基準の適合性を審査する機関、同基準又はこれと同等の

基準に適合するものとする方法及び簡易な評価方法の指定の一部を改正する告示 

 都市の低炭素化の促進に関する法律の規定による基準の適合性を審査する機関、同基準又はこれと同等の基準

に適合するものとする方法及び簡易な評価方法の指定（平成 29 年三重県告示第 238 号）の一部を次のように改

正する。 

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。 

改  正  後 改  正  前 

三重県都市の低炭素化の促進に関する法律施行

細則（平成 25 年三重県規則第 31 号）第 3 条に規

定する知事が別に定める機関を第 1 に、三重県手

数料条例（平成 12 年三重県条例第 4 号）別表第

19 及び別表第 20 に規定する都市の低炭素化の促

進に関する法律（平成 24 年法律第 84 号。以下

「法」という。）第 54 条第 1 項各号に掲げる基準

又はこれと同等の基準に適合するものとして知事

が別に定める方法を第 2 に、同条例別表第 19 及び

別表第 20 に規定する法第 54 条第 1 項第 1 号の規

定に基づき定められた簡易な評価方法であって知

事が別に定める方法を第 3 に定めます。 

都市の低炭素化の促進に関する法律（平成 24 年

法律第 84 号。以下「法」という。）第 54 条第 1

項各号に掲げる基準の適合性を審査する機関を第

1 に、三重県手数料条例（平成 12 年三重県条例第

4 号）別表第 19 及び別表第 20 に規定する法第 54

条第 1 項各号に掲げる基準又はこれと同等の基準

に適合するものとして知事が別に定める方法を第

2 に、同条例別表第 19 及び別表第 20 に規定する

法第 54 条第 1 項第 1 号の規定に基づき定められた

簡易な評価方法であって知事が別に定める方法を

第 3 に定めます。 

第 1 法第 54 条第 1 項各号に掲げる基準の適合性

を審査する機関は、次に掲げる機関とする。 

第 1 法第 54 条第 1 項各号に掲げる基準の適合性

を審査する機関は、次に掲げる認定対象の区

分に応じ、それぞれ次に定める機関とする。 

1  住宅の品質確保の促進等に関する法律（平

成 11 年法律第 81 号。以下「住宅品質確保

法」という。）第 5 条第 1 項に規定する登録

住宅性能評価機関（以下単に「登録住宅性能

評価機関」という。） 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等若しくは複

合建築物の住戸部分が認定対象の場合 住宅

の品質確保の促進等に関する法律（平成 11 年

法律第 81 号。以下「住宅品質確保法」とい

う。）第 5 条第 1 項に規定する登録住宅性能

評価機関（以下単に「登録住宅性能評価機

関」という。） 

2  建築物のエネルギー消費性能の向上に関す

る法律（平成 27 年法律第 53 号）第 15 条第 1

項に規定する登録建築物エネルギー消費性能

判定機関（以下単に「登録建築物エネルギー

消費性能判定機関」という。） 

2  認定対象が 1 以外の場合 次のいずれかに

該当する機関。ただし、複合建築物の全体が

認定対象の場合については(1)を除く。 

 (1) 建築物のエネルギー消費性能の向上に関

する法律（平成 27 年法律第 53 号）第 15

条第 1 項に規定する登録建築物エネルギー

消費性能判定機関（以下単に「登録建築物

エネルギー消費性能判定機関」という。）

（(3)に該当するものを除く。） 

 (2) 建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）

第 77 条の 21 第 1 項に規定する指定確認検

査機関であり、かつ、登録住宅性能評価機

関であるもの 
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 (3) 登録建築物エネルギー消費性能判定機関

であり、かつ、登録住宅性能評価機関であ

るもの 

第 2 法第 54 条第 1 項各号に掲げる基準又はこれ

と同等の基準に適合するものとする方法は、

次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に

定める書面の交付を受けたものとする。 

第 2 法第 54 条第 1 項各号に掲げる基準又はこれ

と同等の基準に適合するものとする方法は、

次に掲げる認定対象の区分に応じ、それぞれ

次に定める書面の交付を受けたものとする。 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等若しくは複

合建築物の住戸の部分のみを評価する場合 

 次のいずれかに該当する書面 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等若しくは複

合建築物の住戸部分が認定対象の場合 次の

いずれかに該当する書面 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

2  1 以外の場合 次のいずれかに該当する書

面。ただし、複合建築物の全体が評価対象の

場合については(3)とする。 

2  認定対象が 1 以外の場合 次のいずれかに

該当する書面。ただし、複合建築物の全体が

認定対象の場合については(1)を除く。 

(1) 登録住宅性能評価機関が、法第 54 条第 1

項各号に掲げる基準に適合するものとして

交付する適合証 

(1) 第 1 の 2(1)に掲げる機関が、法第 54 条第

1 項各号に掲げる基準に適合するものとして

交付する適合証 

(2) 登録建築物エネルギー消費性能判定機関

が、法第 54 条第 1 項各号に掲げる基準に適

合するものとして交付する適合証 

(2) 第 1 の 2(2)に掲げる機関が、法第 54 条第

1 項各号に掲げる基準に適合するものとして

交付する適合証 

(3) 登録住宅性能評価機関であり、かつ、登

録建築物エネルギー消費性能判定機関であ

る機関が、法第 54 条第 1 項各号に掲げる基

準に適合するものとして交付する適合証 

(3) 第 1 の 2(3)に掲げる機関が、法第 54 条第

1 項各号に掲げる基準に適合するものとして

交付する適合証 

第 3 （略） 第 3 （略） 

   附 則 

１ この告示は、公表の日から施行する。 

２ この告示の施行前に、この告示による改正前の都市の低炭素化の促進に関する法律の規定による基準の適合

性を審査する機関、同基準又はこれと同等の基準に適合するものとする方法及び簡易な評価方法の指定第 1 の

2(2)の機関が発行した適合証は、令和 2 年 9 月 30 日までの間は、なお効力を有する。 

 

三重県告示第 171 号 

 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の規定による基準の適合性を審査する機関、同基準又はこれ

と同等の基準に適合するものとする方法及び簡易な評価方法の指定の一部を改正する告示を次のように定めま

す。 

  令和 2 年 3 月 24 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬 

   建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の規定による基準の適合性を審査する機関、同基準又は

これと同等の基準に適合するものとする方法及び簡易な評価方法の指定の一部を改正する告示 

 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の規定による基準の適合性を審査する機関、同基準又はこれ

と同等の基準に適合するものとする方法及び簡易な評価方法の指定（平成 29 年三重県告示第 239 号）の一部を

次のように改正する。 

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。 

改  正  後 改  正  前 

第 1 法第 2 条第 3 号に規定する建築物エネルギ

ー消費性能基準（以下単に「建築物エネルギ

ー消費性能基準」という。）及び法第 30 条第

1 項各号に掲げる基準の適合性を審査する機関

は、次に掲げる機関とする。 

第 1 法第 2 条第 3 号に規定する建築物エネルギ

ー消費性能基準（以下単に「建築物エネルギ

ー消費性能基準」という。）及び法第 30 条第

1 項各号に掲げる基準の適合性を審査する機関

は、次に掲げる認定対象の区分に応じ、それぞ

れ次に定める機関とする。 
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1  住宅の品質確保の促進等に関する法律（平

成 11 年法律第 81 号。以下「住宅品質確保

法」という。）第 5 条第 1 項に規定する登録

住宅性能評価機関（以下単に「登録住宅性能

評価機関」という。） 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等若しくは複

合建築物の住戸部分が認定対象の場合 住宅 

の品質確保の促進等に関する法律（平成 11 年

法律第 81 号。以下「住宅品質確保法」とい

う。）第 5 条第 1 項に規定する登録住宅性能

評価機関（以下単に「登録住宅性能評価機

関」という。） 

2  法第 15 条第 1 項に規定する登録建築物エネ

ルギー消費性能判定機関（以下単に「登録建

築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 判 定 機 関 」 と い

う。） 

2  認定対象が 1 以外の場合 次のいずれかに該

当する機関。ただし、複合建築物の全体が認定

対象の場合については(1)を除く。 

 (1) 法第 15 条第 1 項に規定する登録建築物エ

ネルギー消費性能判定機関（以下単に「登

録建築物エネルギー消費性能判定機関」と

いう。）（(3)に該当するものを除く。） 

 (2) 建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第

77 条の 21 第 1 項に規定する指定確認検査

機関であり、かつ、登録住宅性能評価機関

であるもの 

 (3)  登録建築物エネルギー消費性能判定機関

であり、かつ、登録住宅性能評価機関であ

るもの 

第 2 法第 30 条第 1 項各号に掲げる基準又はこれ

と同等の基準に適合するものとする方法は、次

に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定め

る書面の交付を受けたものとする。 

第 2 法第 30 条第 1 項各号に掲げる基準又はこれ

と同等の基準に適合するものとする方法は、次

に掲げる認定対象の区分に応じ、それぞれ次に

定める書面の交付を受けたものとする。 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等若しくは複   

合建築物の住戸の部分のみを評価する場合 

次のいずれかに該当する書面 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等若しくは複

合建築物の住戸部分が認定対象の場合 次の

いずれかに該当する書面 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

2  1 以外の場合 次のいずれかに該当する書

面。ただし、複合建築物の全体が評価対象の場

合については、(3)とする。 

2  認定対象が 1 以外の場合 次のいずれかに該

当する書面。ただし、複合建築物の全体が認定

対象の場合については、(1)を除く。 

(1) 登録住宅性能評価機関が、法第 30 条第 1

項各号に掲げる基準に適合するものとして

交付する適合証 

(1) 第 1 の 2(1)に掲げる機関が、法第 30 条第

1 項各号に掲げる基準に適合するものとし

て交付する適合証 

(2) 登録建築物エネルギー消費性能判定機関

が、法第 30 条第 1 項各号に掲げる基準に適

合するものとして交付する適合証 

(2) 第 1 の 2(2)に掲げる機関が、法第 30 条第

1 項各号に掲げる基準に適合するものとして

交付する適合証 

(3) 登録住宅性能評価機関であり、かつ、登

録建築物エネルギー消費性能判定機関であ

る機関が、法第 30 条第 1 項各号に掲げる基

準に適合するものとして交付する適合証 

(3) 第 1 の 2(3)に掲げる機関が、法第 30 条第

1 項各号に掲げる基準に適合するものとして

交付する適合証 

第 3 法第 2 条第 3 号に規定する基準又はこれと同

等の基準に適合するものとする方法は、次に掲

げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定める書

面の交付を受けたものとする。 

第 3 法第 2 条第 3 号に規定する基準又はこれと同

等の基準に適合するものとする方法は、次に掲

げる申請の区分に応じ、それぞれ次に定める書

面の交付を受けたものとする。 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等の場合 次

のいずれかに該当する書面 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等若しくは複

合建築物の住戸部分が認定対象の場合 次の

いずれかに該当する書面 
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(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

2  認定対象が 1 以外の場合 次のいずれかに

該当する書面。ただし、複合建築物の場合に

ついては(1)を除く。 

2  認定対象が 1 以外の場合 次のいずれかに該

当する書面。ただし、複合建築物の全体が認定

対象の場合については(1)を除く。 

(1) 登録建築物エネルギー消費性能判定機関

が、建築物エネルギー消費性能基準に適合

するものとして交付する適合証 

(1) 第 1 の 2(1)に掲げる機関が、建築物エネ

ルギー消費性能基準に適合するものとして

交付する適合証 

 (2) 第 1 の 2(2)に掲げる機関が、建築物エネル

ギー消費性能基準に適合するものとして交付

する適合証 

(2) 登録住宅性能評価機関であり、かつ、登

録建築物エネルギー消費性能判定機関であ

る機関が、建築物エネルギー消費性能基準に

適合するものとして交付する適合証 

(3) 第 1 の 2(3)に掲げる機関が、建築物エネル

ギー消費性能基準に適合するものとして交付

する適合証 

(3)・(4) （略） (4)・(5) （略） 

第 5 法第 2 条第 3 号の規定に基づき定められた簡

易な評価方法は、次に掲げる建築物の区分に応

じ、それぞれ次に定める評価方法とする。 

第 5 法第 2 条第 3 号の規定に基づき定められた簡

易な評価方法は、次に掲げる建築物の区分に応

じ、それぞれ次に定める評価方法とする。 

1  一戸建ての住宅、共同住宅等又は複合建築物

の住宅部分 基準省令第 1 条第 1 項第 2 号イ

(2)、同号イ(3)、同号ロ(2)、及び同号ロ(3)の

規定に基づく評価方法 

1  一戸建ての住宅又は共同住宅等若しくは複合

建築物の住戸部分 基準省令第 1 条第 1 項第 2

号イ(3)及びロ(3)の規定に基づく評価方法 

2  （略） 2  （略） 

   附 則 

１ この告示は、公表の日から施行する。 

２ この告示の施行前に、この告示による改正前の建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の規定

による基準の適合性を審査する機関、同基準又はこれと同等の基準に適合するものとする方法及び簡

易な評価方法の指定第 1 の 2(2)の機関が発行した適合証は、令和 2 年 9 月 30 日までの間は、なお効

力を有する。 
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